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理工学部の目標

同志社大学理工学部の教育理念は、新島襄が語った「人

間のための科学技術」という言葉に象徴されています。こ

れは、「良心を手腕に運用し、地の塩、世の光として各界で

活躍できる人物を育てる」という同志社の建学の精神に通

じるものであり、科学的に探究する能力と態度を兼ね備え、

主体性、多様性、協働性を軸に社会に貢献できる人物を育

成することを目指しています。この教育理念を基に、理工学

部では、具体的に次の目標を掲げて、教育研究活動を行っ

ています。

1

これらの目標を達成し、「一国の良心ともいうべき」人物を輩

出することが我々の使命です。

理工学部の学び

科学技術の発展は目覚しく、その基盤となる理工学もます

ます高度化・専門化し、医学や経済学をはじめとする多様

な分野との融合も見られます。将来、理工学分野の先導的

技術者として社会に貢献、活躍するためには、各学問分野

での基礎学力をしっかり身につけておくことが大切です。理

工学部では1年次からそれぞれの分野で基礎となる科目を

設置するとともに、各学年に演習や実験を配置して、基礎

理論が十分に理解できるように配慮したカリキュラムを導入

し、卒業生の基礎学力を確保します。最終学年に履修する

卒業論文では、先進的な研究課題に取り組み、理工学に

必要なものの見方、問題発見能力とその解決方法を体得

した人物の育成を目指しています。さらにAI・データサイエ

ンス、環境・エネルギー、バイオテクノロジーといった現代社

会の複合的テーマについて、自然科学、人文・社会科学分

野との横断的な教育・研究体制を実現しています。

さらなる学びへ

学部生の半数以上が進学する大学院理工学研究科で

は、理工学部の人材養成の理念と成果を基礎とし、科学技

術の革新に対応できる幅広い基礎知識と専攻分野に関す

る高度な学識をもち、指導的役割を果たすことができる創

造性豊かな技術者あるいは研究者の養成を目的とする一

貫的な教育研究活動を展開しています。

同志社大学理工学部・理工学研究科は、どんな技術革新

にも対応でき、さらに自ら技術革新を創出できる人物の育成

を行っており、社会から高い評価を受けています。総合大

学としての特色を生かして、幅広い分野を学ぶことができる

教育環境の下で、確かな基礎を養い、時代の新しい潮流を

作る力を身につけることができる教育研究体制の充実に邁

進してまいります。

1.  自然科学の進歩に寄与するとともに、
 その成果を活用して世界平和の構築と
 人々の幸せに貢献。

2.  自然科学と工学の基礎及び応用理論を
 十分に修得した人物の育成。

3. 狭い分野にとらわれることなく、修得した知識の
 応用ができ、創造性溢れる人物の育成。

4. 理工学における柱石となる心構えの熟成。

5. 知徳を兼ね備え、社会に貢献し得る
 能力を有する人物の育成。

新しい時流の基を創るための知識と技術を身につけ、志を持った学びを。

白川 善幸同志社大学理工学部長  
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理工学部 学びのスケジュール

次世代社会のニーズに
しっかりと応える、
実践的な教育スタイル。

暮らしを取り巻くテクノロジーは日々

進化し続けています。その基盤とな

る理工学も専門化・高度化の一途

をたどっています。そのような状況

の中で求められるのは、幅広い視

野と確かな基礎学力を備えた人材

です。学生一人ひとりの個性を尊重

し、多角的な視野を養うカリキュラム

で広い視点を培い、理工学全体、

地球全体を見据えて活躍できる人

材を育成しています。

理工学を学ぶのに必要となる基本的
な知識やスキルを提供するための科
目のことを指します。これらの科目
は、より高度な学習へと進むために必
要な基盤となります。

●基礎科目

●Academic English for Science

異なる科目や活動を組み合わせ、多
様性と柔軟性を持ったカリキュラム
を編成しています。これにより、自分
の興味や能力に合わせて学ぶことが
できます。

●多彩なカリキュラム編成

自分の興味や専攻したい学問分野に
関連する研究室を選択します。研究
室配属後は、指導教員のもと研究計
画をたて、卒業研究を行います。

●研究室配属

研究設備は、研究や実験を行うための必要な
ツールやリソースを提供し、科学的な発見や技
術の革新を支援します。さまざまな実験装置、
分析装置、計測機器、コンピューター・ソフト
ウェアをはじめ、特定の研究に必要となるク
リーンルームや低温実験装置、高圧室など、充
実した研究設備が研究を支えます。

学びを支える充実した研究設備

大学院では、より高度な専門知識や
研究技術を身につけることができま
す。理工学部の学生は自分の専門分
野において深い知識を獲得し、研究
者や専門家としてのキャリアを目指
すことが多いため、大学院進学を選
択する傾向があります。また、理工学
の専門知識や技術は、学術界や産業
界においても高く評価され、各界で求
められています。

●大学院への進学

PICK
UP

2022年度
卒業生
674人

その他
24人

大学院進学
382人 就職

268人

卒業生の57％が大学院へ進学

1年次

基礎を学ぶ
まずは理工学を学ぶうえで
土台となる自然界の法則や現象を
学びます。

2年次

専門分野を
広く学ぶ
各学科の学びを中心に据えながら、
教養と知識の広がりを図ります。

3年次

専門性を深める
 基礎と教養をベースに、
興味のある分野を追求します。

4年次

先進的な
研究課題に取り組む
 これまでの学びを総動員して
研究課題に取り組み、
卒業論文に挑みます。

大学院へ

高度な知識・
専門性を身に付ける
高度な知識・問題解決能力を
獲得すべく、専門分野のさらなる
追求を目指します。

変化し続ける科学技術に

柔軟に適応する能力を身につけ、

最先端の知識と技術を学ぶ

演習・実験科目では、理論や概念を学
ぶだけでなく、実際に問題を解決し
たり、実験を行ったりすることで、実
践的なスキルや知識を身につけるこ
とができます。

●演習・実験科目

１年次生から履修できる科目のひと
つで、授業はすべて英語で行われま
す。授業では、外国人講師指導のもと

英語で実験
をして、レ
ポートも英
語で作成し
ます。

●他分野との連携

総合大学の利点を活かして、生命医科
学部やスポーツ健康科学部などと連携
し、総合的な教育・研究体制を実現して
います。また、グループワークを通してコ
ミュニケーション能力の向上を図ります。



よく
ある
質問
に

お答
えし
ます
!

AQ&
理 工学部同志社大学理系を選択する学生が必ずしも

数学や物理が得意というわけでは
ないようです。大学での学びに必要な知識と
受験に必要な知識は異なりますので、学ぶ
意欲があれば、十分対応可能です。

A.2

大学全体の留学制度も数多く準備されていますが、理工学部では独自に
理工学分野で高い評価を受ける海外の大学と協定を締結し、短期や長

期の留学プログラムを準備しています。とりわけ一部の協定校とは、協定校と本学の
両方の学位を取得できるダブルディグリープログラムを展開しています。

A.7

ラーネッド記念図書館は授業期間や試験期間は21:00まで利用可能です。
利用目的別のブースなども設置されています。また、館内にはラーニング・

コモンズも設置しています。そこには教員やアカデミックインストラクター、そして、ラー
ニングアシスタントと呼ばれる大学院生が勤務しており、随時、学生からの学習相談に
応じています。また、2024年度より理化学館内に「スチューデントサロン」を設け、コミュ
ニケーションを促進する居場所としています。

A.3

学部では、授業や実験を通して知識や技術
を与えられるインプットとそれらを運用する

トレーニングが中心となります。
大学院では、研究活動を自ら進める“主体的”な学びが
中心となり、学会発表など研究成果を学外に発信して
いくことも行います。

A.1
授業や実験、予習・復習で忙しい
のは間違いありません。しかし、学

業のみならず、体育会クラブやサークル活動
に熱心に取り組む学生や、アルバイトやボラ
ンティア活動などで社会経験を積んでいる学
生が理工学部には数多くいます。

A.4

A.10 理工学部の卒業生のうち、
半数以上が大学院に進学

しています。理系学生の憧れの職種と
いえば、研究職や技術職。中でもモノ
づくりの根幹をなす設計や開発に携わ
ろうとするならば、「修士」以上の学位
を求める企業が大半です。

海外に留学しなくても学内で異文化交流・
異文化理解ができるって本当？

理工学研究科には授業や研究など英語のみで学位が取得できる「国際科学技
術コース」を設置し、海外からの留学生を積極的に受入れています。

学内で彼ら留学生と共に学ぶプログラムを展開しており、海外に留学しなくても留学生と日常
的に交流できる環境を整えています。

A.8

A.9

理工系学生の就職活動には、自分で自由に選考
を受ける「自由公募」と大学を経由して応募する

「学校推薦」の2種類があります。
就職活動に際しては、キャリアセンターを利活用するケースや
指導教員または就職委員に相談しながら進めるケースが多く
見受けられます。

A.11

大学院へ進学する理由って？

理工学部と
理工学研究科の
就職状況は？

理工学部と理工学研究科の
就職活動はどのように進めるの？

京田辺キャンパスの学習環境は？

研究大学としての立場を明確にするため、
大学院の授業料を国立大学並みに抑える

努力をしています。また、安心して学業に専念できる
ように、大学独自の奨学金制度や日本学生支援機構
奨学金など多様な奨学金制度を準備しています。
理工学部では学部生の３人に１人、大学院生の半数
以上が、なんらかの奨学金を利用しています。

A.6

A.5

理工学部の男女比は？

男子校のような印象を持たれがちな
理工学部ですが、現在の男女比は

およそ5：1で、女子は増加傾向にあります。

理工学部の留学制度は？

数学や物理が
苦手なのですが？

Q.2

Q.3

「理工学部の学び」って？
Q.1

Q.7

Q.8

理工学部の
学校生活は忙しい?

Q.4

Q.5

学費や奨学金って
どうなってるの？

Q.6

Q.9

Q.10 Q.11

学習環境・研究

学び

留学・異文化理解

国際交流

大学院進学・就職

卒業後の進路

キャンパスライフ

学生生活

業種はメーカーや情報関連への就職が約
75%を占めています。従業員数5,000人以上

の大手企業に就職した学生が約45％と文系学部より
高いのも理工学部・理工学研究科の特長です。
具体的な企業名などはこちらをご覧ください。

［就職情報］
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学びのキーワード

学科一覧
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

情
報
工
学
科

電
気
工
学
科

電
子
工
学
科

機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科

機
械
理
工
学
科

機
能
分
子
・

生
命
化
学
科

化
学
シ
ス
テ
ム

創
成
工
学
科

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

数
理
シ
ス
テ
ム
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
学
科

学びのキーワード 学びのキーワード

学びのキーワード 学びのキーワード

【インテリジェント情報工学科】 高度な情報処理技術を社会で活かせる技術者を育成します
【情報システムデザイン学科】 人とシステムをつなぐ最先端技術を学びます

学びのキーワード

インテリジェント情報工学科

学びのキーワード

情報システムデザイン学科

学びのキーワード 学びのキーワード

【機械システム工学科】 ものづくりを原点とする最先端技術に必要な機械システムを学ぶ
【機械理工学科】 自然科学の原理から機械にアプローチ、持続可能社会の構築に貢献

【電気工学科】 エネルギーとして使われる電気工学　　【電子工学科】 信号や情報としての電子工学
専門科目は別 （々互いに履修することも可能）であるが、基礎科目と卒業研究は共通

電気工学科 電子工学科

機能分子・生命化学科 化学システム創成工学科

機械システム工学科 機械理工学科

P. 10P. 9

P. 12P. 11

P. 14P. 13

P. 16P. 15

【機能分子・生命化学科】 化学を徹底的に学び、医薬学や環境・エネルギー分野へと応用する
【化学システム創成工学科】 化学工学を中心に、最先端の化学を社会で活かすための学問を学びます

定員83名工 定員83名工

定員96名工 定員70名工

定員80名工 定員86名工

定員83名工定員83名工 理

学士（工学）工 理 学士（理学）

情報系２学科
の違い

学びのキーワード

環境システム学科 数理システム学科 P. 18P. 17

定員41名

学びのニーズに応える10学科
理工学部には、情報系のインテリジェント情報工学科、情報システムデザイン学科、

電気系の電気工学科、電子工学科、機械系の機械システム工学科、機械理工学科、

化学系の機能分子・生命化学科、化学システム創成工学科、

そして、環境システム学科と数理システム学科の 10 学科があります。

定員51名工 理 理

電気系２学科
の違い

機械系２学科
の違い

化学系２学科
の違い

代数学、幾何学、解析学、統計ファイ
ナンス、計算数理、確率論、情報解析、離散数理、データ
サイエンス、応用数学

数学・数理科学を活用して

社会に貢献できる

人材を育成

ものづくりを原点に、

さらなる最先端技術の

創造をめざす

地球資源・環境の有効利用機械、
輸送機械や航空宇宙機器の設計開発、エネルギー変換、
シミュレーション解析、モビリティー技術

人と地球の未来を支える

エンジニアの育成をめざす

有機化学、無機化学、高分子材料、
ナノテクノロジー、電池、セラミックス、イオン液体など、
持続可能な社会をめざす化学研究

化学を学び、

分子の性質を活用して

先端領域を開拓する

化学工学、生産プロセス・プラント
エンジニアリング（化学、材料、自動車、電機、食品、医薬品、
エネルギー、環境、リサイクル）

社会の課題を解決する

新しい化学システムを創る

電力･通信を核としたライフライン、
電気機器の効率的な動作･制御、安全で自然に優しい電気
エネルギーの在り方

安全で自然にやさしい

未来のエネルギーシステムを

探る

電子回路･LSI･光エレクトロニクスを
支える光･デバイス、光やマイクロ波などの伝送媒体、通信
方式、ネットワーク伝送手段

広範な領域をカバーし

ITの最先端で活躍する

人材を育成

地球システム、気候変動、防災、水質、
気象、土壌生物、生物多様性、脱炭素社会、イノベーション
エコシステム、廃水・廃棄物

自然環境を理解し

資源・エネルギーの

有効活用を目指す

AI技術（機械学習）、画像処理、自然
言語処理、音声処理、ハードウェア、センシング技術、
制御技術、通信ネットワーク

AI、自然言語・音声処理、

ロボット工学に関する

情報技術を学ぶ

情報通信ネットワーク、マルチメディア
処理、機械学習、クラウドシステム、自動運転、機械翻訳、
ヒューマンコンピュータインタラクション

人・モノ・AI・IoTを

連携させるための

情報基盤技術を学ぶ

自動車、船舶、電車、航空機、建機
などの車両や輸送機器の設計開発、自動化システム、工作
機械やロボット、先端材料、強度設計
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IoTサービスの飛躍的な普及と発展により、実空間情報収集の需
要が大きくなることが予想されます。膨大な実空間の情報をリアル
タイムに収集する革新的な通信ネットワークの構築を学んでいます。

I oTを支える通信ネットワーク技術
AIの更なる高度化には「人の気持ちが分かる」ことが重要になります。
映像閲覧時における快・不快や緊張感という感情を脳波などの
生体信号から機械学習により推定することを学んでいます。

生体信号に基づくユーザの感情推定AI

HP学科紹介はこちら▶HP学科紹介はこちら▶

インテリジェント
情報工学科

人・モノ・AI・IoTを連携させるための

情報基盤技術を学ぶ

AI技術、画像処理、自然言語処理、音声処理、ロボッ

ト工学などコンピュータシステムを知的に動作させる

ための情報処理技術に力を入れています。1年次は、

各学期に概論科目を受講することで4年間の内容を

掴むとともに、解析学、線形代数学などの理工学基礎

科目、演習を通してコンピュータを扱うための基礎、

プログラミングの基礎を学びます。2年次から情報

工学の専門科目、知的処理の専門科目の割合が増え、

3年次に掛けて内容が徐々に高度になります。演習形

式のプログラミング科目は3年間続きます。2年次の

秋学期から実験科目が始まり、情報工学の理論を

自分のプログラミングで確認し、理論の理解を深め、

開発力を高めていきます。4年次の春学期から研究

室に所属して、1年間卒業研究に取り組みます。卒業
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D E P A R T M E N T  O F  I N T E L L I G E N T  I N F O R M A T I O N

E N G I N E E R I N G  A N D  S C I E N C E S

研究では、コンピュータによる名画分析、知能ロボット、

無線通信ネットワーク、画像復元、音声分析、環境認

識センシング、進化的機械学習、サイバー攻撃に対抗

する通信ネットワークシステム、ウェブデータの機械

学習・トレンド分析などの研究に取り組みます。

PICK
UP

学び

“コンサートホールの音響をリアルに体験したい”、“ボーカロイドの
コンサートでリアルに応援したい”、そのための技術は音空間レン
ダリングと呼ばれ、自由に音響空間を創出する研究をしています。

次世代の音響技術 “音空間レンダリング”
車両に通信機を搭載し、IoT技術を活用することで、車両情報や周
辺状況をネットワーク経由で相互に交換し走行を調停すること
で、安全性の高い協調型自動運転システムの研究をしています。

I oTを基盤とした協調型自動運転システム

情報システム
デザイン学科

ウェブサービス、インターネット、機械学習、マルチ

メディア、ヒューマンインタフェースなど、人・モノ・

AI・IoT・ビッグデータなどを連携させるための情報

基盤技術に力を入れています。1年次は、情報基盤

技術を身につける上で基礎となる数学関連科目およ

び情報科学の基礎や計算機の仕組みについて学び、

2年次は、アルゴリズムやデータ工学、コンピュータ・

ネットワークについて学ぶと共に、情報科学/情報

工学に関する知識を少しずつ応用できるよう具体的

な技術である機械学習やマルチエージェント、ヒュー

マンインタフェースなどを学びます。3年次は発展科

目であるソフトウェア工学やコンピュータシステムに

ついて習得し、4年次からの卒業論文を実施する上で

の準備を行います。プログラミングについては、前半

Google、マイクロソフト、NTTデータ、NTTドコモ、
NEC、富士通、日立製作所、日本IBM、トヨタ自動車、
キーエンス、本田技研工業、デンソー、野村総合研究
所、日本総研、大日本印刷、KDDI、全日本空輸、日本
HP、アルプス技研、西日本高速道路、東海旅客鉄道、
パナソニック、三菱電機、ダイキン工業、ローム、京セラ、
村田製作所、島津製作所、NTT東日本、日立システムズ、
サイバーエージェント、楽天、TIS、BIPROGY  など

主な就職先・分野

D E P A R T M E N T  O F  I N F O R M A T I O N  S Y S T E M S  D E S I G N

でJava、後半でC言語を習得します。卒業研究では、

ドライビング・エージェント、ヒューマンインタフェー

ス、IoT、クラウド、音空間レンダリング、計算知能、

自然言語処理などの研究に取り組みます。

PICK
UP

学び

AI、自然言語・音声処理、

ロボット工学に関する

情報技術を学ぶ

NTTデータ、日立製作所、NEC、三菱電機、沖電気
工業、野村総合研究所、アクセンチュア、みずほ情報
総研、トヨタ自動車、ホンダ、マツダ、三菱自動車、
SUBARU、ローム、KDDI、パナソニック、デンソー、
NTTドコモ、NTTコミュニケーションズ、NTT西
日本、NHK、村田製作所、日本IBM、富士ゼロックス、
ファイザー、SCSK、BIPROGY、スクエア・エニックス、
ヤフー、ディー・エヌ・エー、三井住友銀行、東海旅客
鉄道、阪急電鉄  など

主な就職先・分野
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自然エネルギーの利用拡大に伴い系統連系インバータが増加して
います。電力変動に対する慣性力を持つグリッドフォーミングイン
バータを用いた系統連系システムの安定化制御法を研究しています。

再生可能エネルギーの電力系統連系システム
電気設備には雷過電圧から設備自体やそこに繋がれた機器を護る
ために酸化亜鉛避雷器が装着されています。雷電流流入時の避雷器
の電磁界･熱･応力を一括計算できる連成解析法を開発しています。

酸化亜鉛避雷器の電磁界･熱･応力の連成解析

HP学科紹介はこちら▶HP学科紹介はこちら▶

電気工学科

安全で自然にやさしい

未来のエネルギーシステムを探る

広範な領域をカバーし

ITの最先端で活躍する

人材を育成

電気エネルギーは、水道・通信・鉄道・交通網などの

ライフラインの動力源、通信・制御信号として必要

不可欠な存在です。家電製品から企業の生産設備ま

で幅広く利用され、電気工学の研究対象領域は限り

なく広大です。

履修科目は、共通教養科目、理工学基礎科目、電気・

電子工学基礎、インフラストラクチャ専門科目、

パワーエレクトロニクス専門科目で構成されます。

インフラストラクチャは、電気エネルギー工学を基礎

とし、水道・鉄道などのライフラインや建築物とその

電磁環境について学びます。パワーエレクトロニクス

は、電気機器学を基礎とし、パワーエレクトロニクス

や制御など生産設備や自動車に関わる技術を学び

ます。また、電子工学科の光・電子デバイス専門科目、

【電力・運輸】関西電力、西日本旅客鉄道、中部電力、
東京電力、東海旅客鉄道   【電気・電子機器】パナソニッ
ク、村田製作所、三菱電機、住友電装、ニチコン   【輸送
用機器】トヨタ自動車、スズキ、川崎重工   【建設業】きん
でん、NTTファシリティーズ、大成建設、大林組   【一般
機器】クボタ、ダイキン工業、豊田自動織機  など
※電気工学科・電子工学科を併せての推薦求人数は450件以上

主な就職先・分野
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D E P A R T M E N T  O F  E L E C T R I C A L  E N G I N E E R I N G

情報通信専門科目の履修も可能です。

学生定員は80名、教員数は11名です。研究室は、

電気工学科および電子工学科との共同で、12研究室

を設けており、電気回路、電気機器、電力系統解析、

光・電子回路システム、電気電子材料、超高周波工学、

通信方式、超音波エレクトロニクス・応用計測、プラズ

マ物理、応用数学、光デバイス、システム制御です。

PICK
UP

学び

情報理論的通信限界性能に漸近するディジタル信号処理をデザイン
しています。理論的なデザインをソフトウェア無線機で実装し、実測
の情報伝送速度の改善を機械学習の力を借りて実現しています。

ソフトウェア無線機による伝送実験環境
光通信システムの進展で発達した各種光デバイスを利用したマイ 
クロ波・ミリ波フォトニクス領域の研究、および広帯域フェムト秒 
ファイバレーザの開発とその応用に関する研究を行っています。

マイクロ波フォトニクス・フェムト秒ファイバレーザ

電子工学科

情報通信時代の現在は、携帯電話、衛星通信、光ファ

イバー通信や、コンピュータ制御の家電製品など、

電子工学技術は社会生活のあらゆる場面にて利用

され、電子工学科の研究対象領域は限りなく広大です。

履修科目は、共通教養科目、理工学基礎科目、電気・

電子工学基礎、光・電子デバイス専門科目、情報通信

専門科目で構成されます。光・電子デバイスは、アナロ

グ電子回路、固体物性を基礎とし、ディジタルLSI、

光エレクトロニクスなど電子材料に関する最先端

技術を学びます。情報通信は、電磁波論、情報理論を

基礎とし、情報伝送に関する光、マイクロ波、超音波の

応用技術、ディジタル通信とネットワーク技術などを

学びます。また、電気工学科のインフラストラクチャ

専門科目、パワーエレクトロニクス専門科目の履修も

【電気・電子機器】パナソニック、ローム、ソニー、オム
ロン、セイコーエプソン、日本電気   【電力・通信】関西
電力、オプテージ、NTTデータ、KDDI、NTT西日本
【輸送用機器】デンソー、トヨタ自動車、SUBARU、
ヤマハ発動機   【情報】富士ソフト、ムラタシステム  など
※電気工学科・電子工学科を併せての推薦求人数は450件以上

主な就職先・分野

D E P A R T M E N T  O F  E L E C T R O N I C S

可能です。

学生定員は86名、教員数は11名です。研究室は、電子

工学科および電気工学科との共同で、12研究室を

設けており、電気回路、電気機器、電力系統解析、光・

電子回路システム、電気電子材料、超高周波工学、

通信方式、超音波エレクトロニクス・応用計測、プラズ

マ物理、応用数学、光デバイス、システム制御です。

PICK
UP

学び
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双腕ロボットがプレートの複雑な傾き運動を制御し、八の字運動
などのボールの自由な転がり運動を創成します。把持が難しい
不定形な対象物の高度なハンドリングに応用が期待できます。

双腕ロボットのグラスプレスハンドリング
手指の運動は死角によりカメラで計測できないため、慣性センサ
を用いた運動計測システムを開発し、「人の技巧性の評価」や
「人とロボットの協働作業の実現」に向けた研究を実施しています。

慣性センサを用いた手指計測システム

HP学科紹介はこちら▶HP学科紹介はこちら▶

機械システム
工学科

ものづくりを原点に、

さらなる最先端技術の創造をめざす

人と地球の未来を支える

エンジニアの育成をめざす

機械システム工学科では、ものづくりを原点に、現代の

最先端技術の担い手として産業の周辺に広がるさま

ざまな機械・機器を設計・開発できる人材の育成を

目指しています。本学科では、自動車、航空機、建設

機械などの身近にある機械をはじめ、これらをつくり

出すための機械、たとえば工作機械やロボットなどを

対象に学びます。ものづくりに関わる基礎学問を中心

に、高い機能を有する先端材料・環境にやさしい素材、

構造物の強度設計の基礎となる構造解析技術、イン

テリジェント化を実現する生産システム、振動と制御

技術などを学び、活用する能力を習得します。すなわ

ち、ものづくりを原点とする最先端技術に必要な機械

システムの構築と創成に関わる技術分野について、

講義と実習をとおして基礎を十分に学習し、次世代の
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D E P A R T M E N T  O F  M E C H A N I C A L

A N D  S Y S T E M S  E N G I N E E R I N G

機械とシステムの技術開発や問題解決を行う技術者

としての能力と、それらを自らの良心に基づき運用で

きる技術者としての倫理観を身につけ、安全・安心な

社会の発展に貢献する人材となることが、機械システ

ム工学科にて学ぶ人達の目指すべき人材（物）像です。

そのための能力・資質を体得するための専門的なカリ

キュラムが設置されています。

PICK
UP

学び

モーターやエンジンから生み出されたパワーを、如何に省エネルギを
保ちながら、適切なスピードと力に変換して被動機械に伝えるための
研究を、新構造や新材料、新機構などを応用しながら行っています。

無段回転変速機（CVT）の機械的性能改善
金属は力と熱を加えることで特性が大きく変化する。計算科学を
活用することで、金属に加わる力・熱などを可視化し、望みの特性
を発現する金属を開発しています。

計算材料科学を活用した新規金属材料開発　

機械理工学科

機械理工学科では、自然科学の原理といった基礎学

問の視点から機械工学にアプローチし、地球資源・環

境を有効に利用できる機械・機器を設計・開発できる

人材の育成を目指しています。本学科では、輸送機器

分野や航空宇宙分野などにも応用可能なエネルギー

変換装置などを対象に学びます。ものづくりに関わる

基礎学問を中心に、資源消費を抑えるための科学的

なシミュレーション解析技術、持続可能な社会構築

やモビリティー技術の最適化技術などを学び、活用す

る能力を習得します。すなわち、自然科学の原理を理

解しその応用を可能とする技術分野について、講義と

実習をとおして、それらの基礎を十分に学習し、地球

資源の有効利用や環境に優しい機械に関する技術を

開発する技術者としての能力と、それらを自らの良心

D E P A R T M E N T  O F  M E C H A N I C A L  E N G I N E E R I N G

A N D  S C I E N C E

に基づき運用できる技術者としての倫理観を身につけ

ます。理工学の視点を有し、持続可能な社会の構築に

貢献する人材となる事が、機械理工学科にて学ぶ人達

の目指すべき人材（物）像です。そのための能力・資質

を体得するための専門的なカリキュラムが設置され

ています。

PICK
UP

学び

トヨタ自動車、トヨタ車体、豊田自動織機、マツダ、スズキ、
いすゞ自動車、三菱自動車、SUBARU、日本製鉄、小松製
作所、パナソニック、シャープ、大林組、中外炉工業、LIXIL、
ヤマハ発動機、ダイキン工業、ヤンマー、堀場製作所、キヤ
ノン、マキタ、西日本電信電話、日立製作所、JFEスチール、
アイシン・エイ・ダブリュ、メイテック、島津製作所、鹿島建
設、ボッシュ、レンゴー、ローム、コベルコＥ＆Ｍ  など

主な就職先・分野
トヨタ自動車、トヨタ車体、三菱重工業、三菱電機、
川崎重工業、日産自動車、ダイハツ工業、アイシン精機、
京セラ、全日本空輸、本田技研工業、デンソー、NTN、
ダイキン工業、三菱電機、セイコーエプソン、日立建機、
NTTデータ、椿本チエイン、ＴＭマシナリー、富士通、
日東電工、日本精工、栗本鐵工所、村田製作所、ＤＭＧ
森精機、クボタ、タクマヤマハ発動機、コベルコＥ＆Ｍ、
JXTGエネルギー、京セラ、TOTO  など

主な就職先・分野
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燃料電池用
Pdコア-Ptシェル触媒

リチウムイオン電池用
鱗片状Si電極(断面)

リチウム二次電池や燃料電池に代表される電気化学的エネルギー
変換システムは、社会の持続的発展のためのキーテクノロジーです。
電池の高性能化や新規開発をめざした研究をしています。

高効率エネルギー変換システムの開発
血液中における酸素運搬など生物の体内で起こる現象に注目し、
これを再現できる分子を合成します。合成した分子を実際に働かせる
ことによって、新しい薬の開発や組織代替物の創成を学んでいます。

生物の機能を再現する分子の開発に挑戦

HP学科紹介はこちら▶HP学科紹介はこちら▶

機能分子・
生命化学科

化学を学び、

分子の性質を活用して

先端領域を開拓する

社会の課題を解決する

新しい化学システムを創る

機能分子・生命化学科では、化学の素晴らしさが勉学

できるカリキュラムと、化学の研究に存分に没頭できる

研究環境が整っています。まったく新しい機能をもつ

物質（分子）の研究や開発を通じて、人類の夢を実現

していく、そんな独創性豊かな化学技術者や研究者

をめざしましょう。　

化学は、すべての産業を支える基幹的な学問です。

私たちの生活基盤や産業を支えているのは、あらゆる

化学の知識を結集して得られた高度な機能分子たち

です。地球環境問題やエネルギー問題など人類が

抱える様々な課題を克服するためには、いかに優れた

分子を創りだせるかが重要な鍵となります。本学科で

は化学のもつ素晴らしい可能性を学べるカリキュラム

を用意しており、将来社会で活躍する独創性豊かな

東洋紡、大塚化学、住友精化、積水化学工業、日油、
日本特殊陶業、関西ペイント、LIXIL、DIC、東亞合成、
住友ゴム工業、京セラ、TDK、日東電工、村田製作所、
トヨタ自動車、シオノギファーマ、堀場製作所  など

主な就職先・分野
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D E P A R T M E N T  O F  M O L E C U L A R  C H E M I S T R Y

A N D  B I O C H E M I S T R Y

化学技術者および研究者を養成することを目指して

います。

本学科では工学および理学に関連する基礎的分野

もしくは応用的分野のさまざまな科目を開講してお

り、これらを履修していくことで、学士(工学)あるいは

学士(理学)の学位を取得することができます。卒業

後は化学に限らず幅広い分野において活躍できる

人材育成を目指しています。

PICK
UP

学び

材料システム研究室で開発した高機能触媒

固体高分子形燃料電池

燃料電池用高機能Pt触媒 金属ナノシート触媒

空気 カーボン
ナノチューブ

水

水素

SiO2
Pt粒子

アノード カソード電解質

水素エネルギー社会の実現に向けて固体高分子形燃料電池の本格
的普及が期待されています。材料システム研究室では、燃料電池の
高性能化を可能にする酸素還元反応用白金触媒を開発しています。

固体高分子形燃料電池用白金触媒の開発
新機能を有する微粒子の開発と、製造工程で重要な微粒子流動性
の向上についてシミュレーションも利用しながら研究することに
より、医薬品、化粧品、食品、電子材料への応用を目指しています。

機能性微粒子の開発と微粒子流動性の向上

化学システム
創成工学科

地球環境問題、資源・エネルギー問題など、現代の社

会問題は様々な要因が複雑に絡み合っています。生活

に必要な化学製品、金属製品、自動車、電気製品など

の製造、人の活動に必要な電力やガスなどエネルギー

の供給、命と環境を守るのに不可欠な医薬品、食品の

製造や水の浄化や淡水化など、文明生活の基盤とも

いえるこれらのことを実現している工場や設備は、

化学反応を伴う物質やエネルギーの変化を自在に

コントロールして有用なものを生み出すシステムとし

て理解できます。また、生命も、食物、酸素などのエネ

ルギーを使って、ものを考えたり行動したりするシス

テムであるといえます。化学システム創成工学科は、

専門技術だけでなく幅広い知識も活用して総合的に

ものを考え、このようなシステムについて、深く考え

住友化学、カネカ、積水化学工業、住友ゴム工業、三菱
ケミカル、三井化学、東レ、京セラ、村田製作所、ローム、
東ソー、クラレ、東洋紡、トヨタ自動車、三菱自動車工
業、日産自動車、デンソー、パナソニック、富士通、ダイ
キン工業、日揮、三菱重工、出光興産、花王、ライオン、
ユニ・チャーム、塩野義製薬、大塚製薬、アサヒ飲料、
明治、森永乳業、日清食品ホールディングス、大阪ガス
エンジニアリング、関西電力、AGC、公務員  など

主な就職先・分野

D E P A R T M E N T  O F  C H E M I C A L  E N G I N E E R I N G

A N D  M A T E R I A L S  S C I E N C E

新しく創ることができる科学者、技術者を育てること

を目指しています。このため、講義、演習、実験と先端

的な研究活動を通じて、化学、物理学、数学や化学工

学の知識を化学システム創成につなげることができる

「知と行動力」を育成します。このような分野で活躍し

たい意欲的な皆さんの入学を期待しています。

PICK
UP

学び
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近畿圏や日本各地の河川を現地調査。河川水のイオン組成や安定
同位体比を分析し、河川水質の成り立ちを明らかにすることで、
地域環境の保全・予測・評価に役立てます。

河川水質と流域環境との関係を調べる

低炭素社会の実現に向けて安全かつ高性能な新しい二次電池や、
低コストで高効率な水素製造のための水電解技術の開発を行っています。

電気化学触媒技術による
次世代二次電池・水電解水素製造技術の開発

HP学科紹介はこちら▶HP学科紹介はこちら▶

環境システム学科

自然環境を理解し

資源・エネルギーの

有効活用を目指す

数学・数理科学を活用して

社会に貢献できる人材を育成

私たち人間がこの地球上で生命活動、社会活動を営

む上で、自然環境との共存は避けて通れない課題で

す。しかし、人間と自然の理想的な共存関係の実現の

前には、さまざまな問題が山積みとなっているのが現

状です。温室効果ガスの排出による地球温暖化、頻発

する大規模自然災害と人命・財産の喪失、自然環境の

破壊に伴う生物多様性の損失、地球資源の枯渇、都

市への人口集中に伴う生活・衛生環境の悪化など、枚

挙にいとまがありません。さまざまな環境問題の実態

を明らかにし、解決の方策を見出すためには、自然と

人間、およびその相互関係についての深い理解が必

要です。環境システム学科では、幅広い自然科学分野

の横断的な知識をもとにして、地球と人間、社会の複

雑な環境システムを理解し、さまざまな環境問題の本

富士通、三菱電機、中国電力、北陸電力、ウェザー
ニューズ、NTT西日本、ダイキン、川崎重工業、デン
ソー、パナソニック、日本製鉄、村田製作所、NEC、
日立物流、新日本空調、東海旅客鉄道、パナソニック、
野村総合研究所、ニプロ、京セラ、小松製作所、
TOTO、西日本高速道路、ぴあ、地方公務員  など

主な就職先・分野
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D E P A R T M E N T  O F  E N V I R O N M E N T A L

S Y S T E M S  S C I E N C E

質を追究します。その上で、資源・エネルギーの有効

利用方法や環境への影響を科学的な手法で立体的・

総合的に検討し、自然環境の保全や循環型の資源・エ

ネルギーシステムの構築、豊かな生活環境の創造な

どに貢献し具体的な解決策を提示できる専門家を養

成します。

PICK
UP

学び

日本社会の高齢化が進展する中、観光資源の有効活用が必要不可
欠であり、観光産業は、日本経済、地域活性化に大きな影響を及ぼ
すことから、データサイエンスによる観光科学の研究をしています。

データサイエンスに基づく観光科学
デジタル化、キャッシュレス化が進展する中、ＡＩ、自然言語処理
技術などを利用した金融技術（FinTech）がグローバルなムーブ
メントです。最先端の金融技術の研究をしています。

最先端の金融技術（FinTech）の研究

数理システム学科

数理科学とは、数学理論（いわゆる純粋数学）の追求

と同時に、現実現象のシステムのモデル化や定式化

を重点とする学問です。例えば経済におけるシステム

を定式化し解析する学問は今日、数理ファイナンスと

呼ばれ注目をあびています。数理科学はもっとも古い

科学である数学を根幹としながらこのように大きな

可能性を持った学問分野になっています。高度な

数学力を身につけ、これをあらゆる分野に応用できる

人材は社会において強く求められています。そのため

に数理システム学科は基礎数理分野と応用に重点を

おいたデータサイエンス分野と応用数理分野の３分

野から構成されています。数理システム学科では純粋

数学から応用数学まで幅広い科目の分野を準備して

います。学生はしっかりとした数学力とそれをあらゆ

日本銀行、三菱UFJ銀行、三井住友銀行、みずほ銀行、
ゆうちょ銀行、りそな銀行、三井住友信託銀行、野村
證券、大和証券、SMBC日興証券、三菱UFJモルガン・
スタンレー証券、みずほ証券、野村総合研究所、日本
総合研究所、NTTドコモ、NTTデータ、リクルートホール
ディングス、西日本旅客鉄道、関西電力、九州電力、パナ
ソニック、日本電気、富士通、村田製作所、大和ハウス
工業、キーエンス、高等学校教員、地方公務員  など

主な就職先・分野

D E P A R T M E N T  O F  M A T H E M A T I C A L  S C I E N C E S

る分野に応用できる能力を養います。また、４年生に

なると代数学・幾何学・解析学・統計ファイナンス・

計算数理・確率論・情報解析・離散数理研究室の

８研究室のいずれかに所属します。これらの研究室で

数学を主とする研究・データサイエンスを活用した

研究・数学の応用に関する研究を行います。

PICK
UP

学び
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